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Vergangenheit und Zukunft der Chirurgie 
des vegetativen Nervensystems. 
Von 
Prof. Dr. Hiromu Ito, Vorstand der Klinik. 




統（involuntary nervous system）ノ命名者タル Gaskell叉自律耐｜株主系統（Autonomic
neJTous system）ノ命名者タル Langley 等ノ 人ー家輩出セシト雌モ其研究ハ主 トシテ
解者I］組織撃的方面ニ止7 リ薬物感的研究ハ比較的不充分ナリキ， 英園ニモ欠fデ｛弗闘撃
波ニモ之3ゲ研究接頭シ巴里ノ解剖l家 Winslow ハ此qi1!1皇室系統~n チ首時肋間榊粧 Interco
stalnerv.ト稿セラレシi1j1経ハ種々ナル臓器ト開係アリ，叉此等テ連絡シJlツ是ニヨリテ
喜怒哀楽（sympathieen.）ガ支配セラルJレモノ ト考へ1732年是ニ大交感神経，（legrand 
sympathique）ナル名栴テ輿ヘタリ n 之 レ交感l]ijl経ナル名栴ノ起源テナス，近年ニ至リ
濁逸摩・汲モ之カ許研究ニ従事シ Muller,Eppinger, Hessノ：如キ大家ノ積出テ見Jレニ至レ
リ， Mullerハ彼ノ庚汎ナル著書：ノ第一版ニハti［（物性前1経系統Vegetatives N ervensystem 
ナル名稽テ附セシガ其第二版ニハ生活紳粧 Levcnsnervenナル表題テ附シタ リト雌モ，
植物性神経系統ナ Jレ名栴ハ自律制［1経系統十Jレ名郁 ト同一ノ意味ニ於ア現今一般的ニ庇
ク使用セラ Jレルニ至 レリ。 耐シテ絃ニ薬物撃的並ニ臨床的方面ニ向ツテ一大改準テ興 ．





















＊タス。如斯多クノ臓器ハ雨種／相反ス Jレ拾抗·l~l: qhj1粧支配テ受ナド14者ノ ）J相均等シテ














パ迷走示I~粧モ亦或程度迄興番手シ互ニ 1f1ff!Hlx態テ保 チ良ク 生理的作用テ維持ス Jレ モ ／ナ
リ ハ 然Jレ ニ何等カノ原因ー ヨリイr•J レカ 一方ノ興資方、究叡優越ス ）~際ハ途ニ共:zp:街llJ~態
ハ破レ政ニ病的症が：ト シ テ交感ifi1!1経緊~｛制k.i'xハ迷走剃l経緊張症欣ノ出現テ見Jレ。
従来ノ植物性雨，，，経系統ノ外科ハ主トシテ交感紳経系統ノ外科ーシテ 副交感剃l粧系統

























ト？をi接ナ Jレ相互関係テ有スJレコ ト叉心臓，肺臓，消化器官等＝劉・シ， 交感1fiq1粧ト副交
感神経トガ互ニ括抗的作用テイ丁ス Jレコト等鮮明ニナリタルテ以テ蕊ニ初メテ交感剃1粧
機能上ニ針ス Jレ手術的操作J1筆頭テ見Jレニ至レリ。
卸チ 1896年 Jaboulay ハ Basedow・ 民病ニ於7Jレm~球突出ト心惇克進ハ確ニ交感~itll粧
ノ興奮症Rkナリトノ Jl解ノ下＝頭部交感；1i!粧切除テ施セリ。共他線内陣，偏頭痛， 三
叉神経痛等二塁；1－シテ同級／ 手術テ試Eタリ n






斯ク f 如ク頭部交感市1f1粧切除術ガ漸ク其癌~症ノ範園テ横メツツア Jレ閉ー， 腹部交
感榊経ニ向ツテモ亦共切除術テ見Jレニ五レリ。 1896年Jaboulayハ法出性膝開節炎並ニ
神経痛ニ針シテ下腹部紳経叢ノ切｜徐テ行ヒ，夏ニ同氏ハ 1900年太陽叢ノ伸展テ行ヒタ





新手術法テ護表シタ Jレニ在リ， 一度ピ手術ノ護表セラレテ以来季7倣界ニ亙リア大ナ Jレ
熱心テ以テ椴迎セラレ一般外科壊家ノ非常ナル好奇心テ喚起スJレニ至リ， 恰モ交感情，，
粧系統ノ外科ハ Lericheニヨリテ始メテ創立セ ラレタ Jレ如キ槻テ呈スJレニ王レリ。
Leriche ハ元来鞍傷ニ於ナル神経損傷後ノ祭養｜惇碍性潰蕩ニ向ツ テ此手術テ施シタ
Jレモノナリ，其他 Raynaud 氏病ニモ亦之テ~m セリ n 爾来全世界ニ亙リ テ多数ノ追試
者テ準IHセリ，就中 Bruningハ最モ熱心ナノレ研究者ニシテ感用ノ範囲ハ殆ンド同氏ニ
ヨリ テ横大セラレタルノ観アリ。印チ Raynaud氏病，特設脱痘，其他諸種脆f民間





至第3日ニ シテ，第4日ヨリ他｛則ト患側 トノ差漸次減少ス Jレモ患f!iJノ方常ニ高ク或Jレ例



















ニ肺痔性脈管嫡~l~ テ超サ シムペキ 目的テ以テ該手術テ遂行セルモノナ リ。然リト雑モ
主幹動脈-M~ニ末梢血管ノ交感ifri[l粧繊維ハ各部位ニ於テ断節的ニ IH請脊髄紳粧ヨリ共分布
テ受ク JレモノナJレコト明カナルテ以テ Lericheノ推定ハ根本的ニ誤レル事明瞭トナレ














モ井効果一時·l~I＝： ニ シ テ再登テ売がレス1 永続的効果ノ 1賃値少ナキコト明カトナレリ。
五五ニ於テ余ハ永続的効果テ望？ント欲スJレナレバ末柏、血管＝分布スJレ血管牧縮榊れ
テ絶滅スル必要テ感ジ其目的ニ向ツ テハ .Lericheガ行へJレガ如キ輩ニ主幹動脈ノ外壁
テ剥離ス Jレノ Eー テハ無意味ナ Jレテ以ツテ 血管牧縮市1[経ノ：殻源地タル腰薦交感i1q惟節
欣索ノ切除テ必要トスルコトテ直感セリ。然レドモ直チニ人暢ニ賎用スルハ徐リー早



























ヨ無盆ノ研究ノ 如ク非難セ ｝~題目テ積 i 大準教授＝モ斯カ Jレ無定見ノ教授カAアルモノ



















書スJレモ／ニシテ余等ガ最初 Leriche f 動脈外園交感神経切除術ヨリモ腰薦交感利1帝；~
節秋楽切除ノ ；方著費支テ奏シ且ツ永続的ナリト動物質験成績予基礎 トシア 提唱セ シ事テ
立置セJレモノーシテ余等ノ大ニ欣幸 トスル所ナリ。
_!:;fl!ノ虫JIク腹膜外法ニハ種々ナル皮切方法アリ， 凡ソ何レノ手術ニ封シアモ種々ナ
ノレ方法ヵー 案出サノレJレモ／ニシテ例へパ甲7lk腺摘出術ニ於テモ Kocher ノ環ilk皮腐切開
テ好 ンデ行 フ人アリ，叉米闘方面ニ於テハ正中線切開テ主ト シテ採用セリ。 野口氏ハ
創届ノ見エサソレ様ニ側頭部ニ皮切テ加へ甲j伏線テ摘出スト聞ク． 之 レ各々人ーハ個性
アリテ己カ、好ム所ニヨルモノー シテ要ハ日佐甲＊腺テ摘出スルアリ。 之レト同様ニ腹薦






ノ揚所ニ於テ新法等ノ 名テ冠セサ’Jレ方本人ノ属メナリ， イnJントナレパ人間ノ限リ アル










ノ ー シテ将来 ト シテモ大ナル鑓化ア見ずJレモノト想像サ Jレ Jレモ共疾病ニ針スル油Rt€.症
等ニ就4テハ向勝来ノ研究テ待ツモノ；多々アリ。















気管枝I尚息夕、今日迄一般ニ気管枝ノ疾患トシテ考ヘラ レタ Jレモノナリ。 卸チ迷走紳
粧緊張ニヨ Jレ気管枝ノ狭窄ト同時ニ気管枝粘膜ノ腫脹及ピ共分泌克進テ伴フモノー シ




ナJレ揚合屡々アルニ反 シしアドレナ リン「 ハ奏殻確貫ニシア共殻カノ程度ニ差コソ アレ
如何ナル重症瑳作ト雄全ク奏殺セサ・；レ場合Tシ。 J-Lソ迷走神経緊張抗ノ治療 ニ向ツ
テハ共レト針立スル交J駒市粧テ刺戟 シ之テ緩和スルヨリモ， 直接迷走紳粧テ肺痔セ














スル事能ハズ紘ニ於テ陥I建／自然的調節 トシテ気胞内ノ気匪テ高ム JI.-事ニ ヨリ出来Jレ
丈す其ノ気胞テ棋大セシ j ント努力ス， 而シテ気胞内ノ；累歴テ高ム Jレニハ吸気テ充分
ムナシ置キロ事長時ニ気管枝狭窄テ起サ シメ同時ニ呼気時ニ使用スル筋肉テ緊張セ シム




部交感神経テ切｜徐スル J tニ於テ著明ノ殺果テ奏スJレコトアJレモ， 共破果著明ナラザ
Jレ｜際ハ夏ニ他側ノ頭部交感栴1絞テ切除スJレ時ハ殆ンド大多数ニ於テ哨息、護作テ終熔‘セ
シム Jレコ トテ得者リ。 然シナガラ余等ノ経験ニヨレパ此んかノ殻巣モ永続的ノ モノニ非
ラス・シテVキハ2｝う至3週間， 握キハヰミ少年位ノ間ニ再強シ＊）レモノナ Jレモ共程度ハ-T
術的ニ比シテ脳メテ軒度ニ シテ患者ノ、感謝ノ意テ表スルテ常トセリ n
本手術／日j品目、ニ針ス Jレ蚊よ~ノ：本態ニ就テ余ハ宿題報告ノ 1m~ベ テ日 ク ． 交感神経中
／求心性刺戟停建道カ、·~J;i主中ニ於 -ti塵断セラ Jレルテ以ツア迷走~1111粧中幅ノ興奮札惣モ
低下シテ日出息、護作テ起ザサ’Jレナリト設明セリ， 此ノ事ハ質験的並ピニ臨林的経験テ恭
礎トセル辻教侵ノ謬説ニヨリテ裏書 セラ JレJレ所ノモノナリ， 然リト雄勝来本問題ニ針
シテハ研究スベキ興味アJレ種々 ／題 Hハ街ホ残存セリ。
街頭部交感情l粧切除術ノ酒≫if.症ト シテ 将来研究ヲ要スJレ所ノ モノハ産動｜生麻簿ニ
剣・スノレ研究ニシテ木村敬義氏ハ下肢ノ 庇聖，..I~［：：肺簿ニ頭部交感神経切除術予行ヒ妓県ア

















下肢ニ著：奴テ見Jレ。 木村氏モ :Jt レ故ニ下肢／痕書製，，~
ゴドラス咽。
今1隈リニ呉教俊等ノ唱フル交感刷l粧ガ横紋筋緊張テ司配シ偏難パ緊if韓路障碍ニヨ







スJレ所ハ恐ラク植物性利1粧脳脊髄耐1粧反射 （Vegetati ko-zerebrospinale Reflex）ノ影響ナ
)!.-，ぐシ。
植物性iJf~I経系統ニ開ス ）~研究ノ興組タル Langley ハ本系ノ下ニハ遁心性米柏市Ip純ノ
f存在ス Jレモf ト考へ シガ， 現今ニテハ一般ニ内臓諸器官エ分布スル求心性ijl1経テモ
共ニ本系ニ脇ス Jレモノナ Jレ事明カトナレリ。従ツ テ脳脊髄市，，経系 ト，複雑ナル反射弓テ
成立..，.）レ事ニナレリ。此／櫨雑ナル反射テ大別シテ二種ニ区別シ得Jレナリ。共ノーツ
ハ植物性神経系ニ起Jレ刺戟ガ知莞ト シテ現ハルルモノ ニシテ（所謂内臓知費反射）, ~t 





Def en田テ起ス事ハ屡々苦人ノ経験ス Jレ所ナリ。 夏ニ疹痛激烈ナルflキニハ濁リ腹筋ノ
緊張・増加ニ止7 ラズ四肢筋ノ畢縮テ来ス事アJレヲ知；i.-.,
植物性j神経系統ニハ斯ノ如キ骨絡筋ニ封スル反射作用テ右ス Jレテ以ツテ頭部交感；fi1!
















































経ノ切断乃至切除ニヨリテ交感市中粧ノ仰建路テ遮断乙， 交感神経·l~f：緊張テ低下セ シ メ
ントスルノ 一方法二週ギずリキ内傍建路ノi塵斯ニ向ツテハ戎ハ氷結法テ用ヒ或ハ叉薬




交感神経ノ?iNi繊維ニヨツ テ祈動セシモノナリ， 叉氏ハ古利I粧 テ切断シ共中植端ト頭
部交感紳粧（切断セ シ後）ノ末桁端トテ癒合セ シメタ リ。 1-S布中経中ニハ鼓索前j1粧アリテ
血管扱張・テ司リ，交感神経中ι ハ血管牧縮繊維ア リ， 然 Jレニ此際舌刷1経テ刺股スルー
血管fil張テ起サス・0 血竹：ノit士縮テ起セリ， 自日チ交感神経性術動モ副交感神経性衝動モ





ー側ノ iノ揚合ニハ他側ニヨリテ或程度迄代償シ得 71レ、モノナリ． 叉交感神経トノ
癒合ノ ：方法ニモ種々ナル組合セアリテ種々ナ Jレ移植法モ行ヒ得ラル、所ニ シテ終予~
之レガ研究テ達成シ人類ニ底用シ得Jレニ至レパ V乱gotoniker ノ諸種ノ障害テ費ジテ
Sym pathikoton i ker トモナシ叉此反封ニ Sympathikotonik号rテ Vagotonikerニモ成シ得
ラJレ、所ニ シテ従ツテ人類生命保持ノ上ニ重要ナル機能テ有 スJレ内臓諸器官ノ機能テ
モ盤調 シ得ラ Jレ、所ニシテ其貢献ス Jレ所甚大ナリ。
唯諸君ガ将来ノ研究努力テ待ツ J ；：。
